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43モデルによる造形表現●サーフェス
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　しかし・これらの体験的価値と成果を讃美しながらも更に創造的で豊富な表現手段を獲得するこ
とに，未来はあまりにも寛容である。
　新たな創造手段は決して過去の素朴な技法を陳腐化させるものではない。それどころか逆に反作
用として一層人間にとってハイタッチな感覚とは何か，“素朴さ”とは一体何なのかを自ずと理解
させられることになるであろう。
　さて，その様な’o理的影響の問題はともかくとして，『三次元極座標による立体表現』によって
次の様な期待がもたれるのである。
　①極座標上の有利性を利用することにより，自在な可塑性をサーフェスモデルに与える関数を
　　自動操作し人間の意図的造形の枠を超える新鮮な造形を生み出す。
　②　工業デザインや環境設計において，空間機能相互のバランスや最適化の為の形態生成のアル
　　ゴリズムを加えることによって合理的な空間設計を行う。
③外部データや分析データをリアルタイムで形態モデルにアクセスさせることによって，様々
　　な心理モデルや現状分析を立体画像化で捉えていく。
④形態と他の諸条件とのグローバルな相関関係をプログラム化することにより，形態の自然形
　　成条件を解明またはシュミレーシ・ンする。
⑤CAM等と連動することにより，プログラムが作成した構想を実際に加工工程に移行させる
　　ことにより実在との一体化をはかる。
⑥入体の構造と動きは本質的には方位的変化でしかないのでr三次元極座標』により動的シュ
　　ミレーシ・ンとして捉えることができる。アニメーシ・ン化も可能であり，最も実用性とニー
　　ズの高い分野であろう。
⑦ユニット・モデルや組成モデルの解析，シュミレーシ・ンにも応用範囲が考えられる。
　以上今後に様々な可能性を残しているが，これらの中から特に利用範囲が広く，着手しやすい内
容を優先させて研究をすすめることが着実で合理的な方法と思える。
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王
　コンピユータ・グラフィックスそのものの研究はSIGGRAPH（Special　Interest　Group　on　Computer
Graphics）の様に国際的に盛んであるが，本論で詳述した様に，すべて直交座標を基準としたシステムを利
用しており，本研究では参考の対象にはならない。それらはいずれも結果的には興味深い映像化がなされて
はいるものの，プログラム構造としてあくまで直交座標に依存しているからである。
